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編・集・後・記

《９月末日現在》（　）内は前月比
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　3,734人
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　3,537世帯
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女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢
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深浦町地域おこし協力隊　浪岡　敏勇（なみおか　としお）
　今回の写真は先日東京で開催された、UIターン交流フェアでの２枚です。わが町深浦のブースと、スペシャルゲスト
の宮下宗一郎知事、パワーを貰いましたよ。
　さてさて、９月２日～３日の２日間開催されたアオーネ白神十二湖・クラフト展、皆さん楽しんでいただけたでしょう
か？
　３月から約半年間の準備模様を少しだけ書こうと思います。前号にも書きましたが、なんせ私自身クラフト展と
は？・・からですからねぇ(笑)なので、まずはクラフト展とは何かを知るために、県内主要開催のクラフト展を調べ、主
催者からお話を伺う事から始めました。県内外4つのクラフト展の各担当者さまへお電話し、また直接お会いして様々教
えて頂いた後に案内資料を作成、実際にクラフト展へ足を運んで作家さんへご挨拶という名の、営業活動を実施しました。
飲食店舗も含めると実に500人近い方へご挨拶に伺がったでしょうか。その中で少しずつクラフト展を学んでいったんで
すね。６月末に締め切りが迫り始めた頃、出展者の応募も日に日に増え、ついに目標出展(店)数に達しました。みんなの
努力が報われた瞬間に感動したのが昨日の事のようです。間違いなく、今年一番嬉しかった出来事です。
　そして７月「あの親しみやすくかわいいポスター」が出来ました！制作者は役場総務課の藤田係長。実はファイヤーの
時もお手伝い頂いています。センスいいですよね？同月には応募者の選考終了に伴い、来年度の開催も見据え、事務局か
ら実行委員会へ組織変更も終え足元も盤石にしました。
　青森、五所川原、鯵ヶ沢、弘前、能代までポスター500枚配布を終えたのが８月初旬です。ねぶた祭りも終わり、残り
半月、新聞、TV、ラジオと出られる媒体は全てで告知を実施。場内の案内看板を災害流木で作成、今回試験的に出展す
るお店の商品も災害流木をテーマに制作しました。「ドリフトウッド」まさに流木という名のお店の誕生です。主催者と
して作家の立場からクラフト展を観る事も大切と考えた新しい挑戦でした。
　８月末日、２日間かけて場内の区画割り、看板設置など細かい準備を終え準備完了、９
月１日の前日受付を迎え、いよいよ実行委員会としてのクラフト展はスタート。雨も上が
り、翌日３日16時、大きなトラブルもなく無事終了を迎えました。率直に「ご来場いた
だいた皆さんの笑顔がとても嬉しかった」１冊の資料からの答え探しでしたが、私一人で
は何も出来ませんでした。いつも思うのです。一人で作れるものなんてたかが知れている
と。それはうどん屋からも学びました。一人でおいしいものを作っても理解してくれる人、
食べてくれる人がいない事にはどうしようもないのです。寂しいですよね。いつも沢山の
人に助けてもらい、沢山の人と笑える事はとても幸せな事
だと思います。ましてその輪の中に自分がいるなんて。そ
れだけでも素晴らしい事だと思うのです。
　改めてスタッフ、出展(店)者さん、お客さま、そしてこ
のイベントに関わってくださった全ての皆さんに感謝いた
します。ありがとうございました。また来年度、開催され
る事を願って。

11月生まれのお子さんの写真を
募集します！
11月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！

11月生まれのお子さんの写真を
募集します！

◆対　　象　令和５年11月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は10月25日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp
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